
ユニ・チャームの近藤でございます。

本日はご多忙の折、ユニ・チャーム株式会社2021年12月期第3四半期決算ウェブ
カンファレンスにご参加を賜りまして誠にありがとうございます。

まず最初に、島田から決算内容についてご説明申し上げて、その後Q&Aを実施い
たします。

トータルで1時間を予定しております。30分間説明といったところで、そのあとは
Q&Aにさせていただきます。よろしくお願いします。

それでは島田からご説明いたします。
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ユニ・チャームの島田でございます。

本日はご多忙のおり、ユニ・チャーム株式会社 2021年12月期第3四半期決算
Webカンファレンスにご参加を賜りまして、誠にありがとうございます。

最初に、2021年12月期 第3四半期決算の概要でございます。
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3ページをご覧ください。

総括を記載しております。
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4ページをお願いいたします。

連結決算のハイライトでございます。

2021年12月期第3四半期決算の業績につきましては、売上高は5,719億円、7.0%
増収、コア営業利益は974億円、9.3%増益とそれぞれ過去最高を更新しておりま
す。

第3四半期に入り原材料の高騰や、また物流費率の高まりなどもありましたが、コ
ア営業利益率は0.3ポイント改善し17%となりました。

第3四半期累計期間としましては、過去最高の利益率となっております。原材料の

高騰、物流費の高まりなどございましたけども、それを上回る持続的な商品ミック
スの改善や生産性の改善などで、粗利益率が0.5ポイントを改善したことが大きく
寄与しております。

税引前四半期利益と親会社の所有者に帰属する四半期利益の増益幅が大きい
理由としましては、前期に、その他費用でインドの工場火災損失約160億円が計上
されていることが主要因でございます。

連結業績予想の進捗につきましては、表の右側にありますように、売上高、コア営
業利益ともに順調に推移しており、特にコア営業利益については想定以上の進捗
で推移しております。

業績の詳細につきましては、次のページ以降でご説明いたします。
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5ページをご覧ください。

コア営業利益の増減でございます。

83億円増益の内訳をご説明いたします。

まず、表の左の項目から説明します。販売管理費について、広告費は日本ではペ
ットケア関連商品における健康機能食「ALLWell」や中国では主にフェミニンケア関

連商品のソフィ新商品。ヘルスケア関連商品のライフリーブランドの認知拡大など
。また中東では、ベビーケア関連商品でオリーブを配合した新商品の発売やフェミ
ニンケア関連商品ソフィブランド認知拡大などで、積極的に広告を投下した結果、
28億円の増加となりました。

物流費については、中国やインドネシアなどが増加しました。中国は前期の
COVID-19の影響で物流がストップしたことの反動による増加。インドネシアはインド

への輸出が増加したこと、またコンテナ不足もあり、物流費率の悪化などが主な要
因となり41億円、物流費が増加しました。

その他の主なものは、人件費10億円、デジタル関連で4億円、研究開発費で2億円
など合わせて29億円の増加となったことで、販売管理費率は0.2ポイント悪化いた
しました。

原材料関連では、第3四半期に入り原材料価格の単価上昇で、粗利益が約32億

円減少となり、商品構成などの部分では高収益商品の多いフェミニンケア関連商
品が1.3ポイント上昇、その他、ヘルスケア関連商品が0.3ポイント構成比が上昇。

逆に、収益率の低いベビーケア関連商品の構成比が低くなったことで、商品ミック
スが改善されました。また、ベビーケア関連商品自体も収益率が改善し、その結
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果、商品構成などで64億円、粗利益が増加いたしました。

数量などの部分では151億円増加した主な要因は、中国や日本、東南アジア、イ

ンドなどの増収によって数量が増加したことが主要因であります。よって、前期と
比較し販売管理費が約100億円増加し、粗利益が約183億円増加したことにより
83億円の営業増益となりました。
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次に6ページをご覧ください。

所在地別セグメント情報でございます。まず、日本におきましては、売上高は2,130
億円、1.4%増収。コア営業利益は439億円、3.2%増益となり、コア営業利益率は
0.3ポイント改善し20.6%となりました。

COVID-19の再拡大によって、感染予防意識の高まりから引き続きマスクなどの衛

生関連商品の需要が拡大いたしました。中でも大人用紙オムツとペットケア関連
商品がそれぞれひと桁後半で成長し、増収増益に貢献いたしました。

また、フェミニンケア関連商品も市場シェアを伸ばし、一桁前半で成長し、増収増
益に貢献しました。

マスク市場が昨年の反動もあり縮小する中、当社のマスク事業につきましては、
一桁後半の成長を継続できております。

次に、アジアの地域についてです。

アジア地域におきましては、売上高は2,684億円、11.7%増収。コア営業利益は433
億円、15.2%増益。コア営業利益率は16.1%と、前期と比べ0.4ポイント改善しまし
た。主要国においては、第3四半期に入り、COVID-19再拡大や原材料価格の高騰
の影響もありましたが、全ての国で増収増益となりました。

その主な要因は中国については江蘇省などで、COVID-19の拡大で一時的なロック
ダウンの影響が若干ございましたが、約8%増収と好調を継続し、中でもフェミニン

ケア関連商品については、プレミアム商品であるオーガニックコットン素材の商品
やショーツ型ナプキン、夜用ナプキンなどが好調に推移し、約10%増収と高い成長
が継続し、高い収益率もキープすることができました。
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ベビーケア関連商品については、引き続き日本製需要の減退と戦略的に減少さ
せている中国産スタンダード商品が影響し若干減収ではございましたが、2019年

に発売した中国産ムーニーが順序に拡大。引き続き、プレミアム市場の活性化を
進めております。それによって、中国製ムーニーの構成比が高まることで、収益率
は順調に改善できました。

その他のアジア地域では、7月から9月でCOVID-19の再拡大があり、ベトナム、タイ

で若干影響はありましたが、資料の下段に示してありますようにインドネシアを含
め順調に成長ができました。

課題となっておりますインドについては、COVID-19の再拡大で、生産現場などでは
一時的に困難な状況もございましたが、第2四半期より供給面については、工場
火災前の水準までほぼ戻り、35%増収となり、黒字化することができました。

最後に、その他の地域についてです。売上高は905億円、7.5%増収。コア営業利
益は99億円、15.1%増益。コア営業利益率は11.0%と、前期と比べ0.8ポイント改善
しました。

北米のペットケアにつきましては、主力商品の猫おやつがコンテナ不足の影響で
欠品となっておりましたが、第2四半期より欠品は改善方向にあり、順調に成長で

きました。その他では、犬用トイレタリー市場のシェア拡大などにより増収増益とな
りました。

中東につきましては、サウジアラビア国内ではeコマースの成長により増収となり、
輸出も引き続き好調に推移した結果、増収増益となりました。

ちなみにベビーケア関連商品では、現地の文化や習慣に合わせたオリーブオイ
ル配合の新商品を投入し、積極的なマーケティングを実施。市場シェアNo.1をキ

ープしました。また積極的に進めているフェミニンケア関連商品は、輸出の好調で
高い成長を継続しています。

ブラジルにつきましては、COVID-19拡大の影響で市場が縮小する中、第3四半期
は為替変動を除けば10%増収と高い成長を継続し、為替環境の悪い中、黒字を

確保し増益となりました。
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資料の7ページをご覧ください。

海外売上高比率のグラフでございます。

今期は、海外売上高比率は、継続して60%を超え63.3%となりました。為替の影響
を除きますと62.5%でございます。
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8ページをご覧ください。

コア営業利益率のグラフでございます。

連結では、第3四半期累計期間としては過去最高の17%となりました。この主な要

因は、高収益セグメントである、特に中国や日本などのフェミニンケア関連商品や
日本と北米のペットケア関連商品、日本と東南アジアの大人用の紙オムツなどの
構成比が高まったことです。

8



資料の9ページをお願いいたします。

事業別セグメント情報でございます。

パーソナルケアの増収増益につきましては、一部COVID-19の再拡大による影響は

ありましたが、フェミニンケア関連商品とベビーケア関連商品、ヘルスケア関連商
品は順調に伸長し、中でも中国のフェミニンケア関連商品が増収増益に一番貢献
いたしました。

またベビーケア関連商品でも、インドの回復、東南アジアの安定的な成長により、
増収増益に貢献することができました。

一方、C＆F関連商品は特需の反動もあり、ウェットティッシュが二桁の減収、また
業務用マスクなども減収となり、こちらは減収減益となりました。

ペットケアにつきましては日本が増収増益で牽引しました。引き続き、室内飼育が
増加中である猫関連商品が好調に推移しております。北米では、先ほど地域別で
説明しました通り、第2四半期に入り、欠品は徐々に解消し増収増益となりました。

また、中国でも積極的に費用を投下し、事業拡大の準備を進めております。そして
タイでも同様に、ペットケアに関し事業拡大を進めているところでございます。
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資料の10ページをご覧ください。

各通貨の為替変動による影響でございます。

決算レートにおける財務諸表の換算の影響は、売上高は対前期比で約129億円
増加いたしました。

コア営業利益につきましては約23億円、利益の増加となりました。
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資料11ページをご覧ください。

前回も掲載いたしました中・長期戦略と財務目標について再度共有させていただ
きたいと思います。
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12ページをご覧ください。

2030年に向けた各セグメントの戦略の概要でございます。今回の第11次中期経営
計画は、SDGsに貢献することをPurposeとして、共生社会の実現に向けた戦略を策
定しています。

つまり、ユニ・チャームだからこそできる成長戦略として、当社は赤ちゃんからお年
寄り、ペットまで多くの人々との接点を持っています。その利点を生かし、少子高
齢化が進む地域や出生数が継続して伸びる地域など、人口動態に沿った事業ア
ロケーションでSDGsの貢献に繋がる戦略を策定しております。よって、当社として
はSDGsに貢献することが我々のミッションである「共生社会」の実現に繋がると考
えております。
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資料13ページをご覧ください。2023年における目標でございます。

これ以外にも、SDGsに関連する様々なKPIを設定し、その達成に向け着々と戦略を
遂行しております。
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14ページをご覧ください。

先ほどの重点戦略を実践することで、2023年は売上高8,880億円。コア営業利益
率は15.5%、そしてその先の2030年には売上高1兆4,000億円と、コア営業利益率
17%の達成を目指しております。

今期は、新しい中期経営計画の開始初年度ですが、ニューノーマルな環境下でも
今回の決算にもありますように、順調なスタートが切れていると思います。引き続
き厳しい環境下ではありますが、迅速に環境変化を捉え、戦略を確実に実践して
まいります。
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次に株主還元政策についてご説明致します。
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16ページをご覧ください。

当社の株主還元政策につきましては、親会社の所有者に帰属する当期利益の
50%を還元することを方針のもと、継続的な成長を実現するための事業投資を優

先しながら。配当については、中長期的な連結業績の成長に基づき安定的かつ
継続的な配当を実施し。また、自己株式の取得に関しますと、必要に応じて機動
的に実施することで総還元性向50%の利益還元を図っております。
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17ページをお願いいたします。

1株当たり配当金についてです。21年度におきましては、第2四半期末、1株当たり
の配当金は予定通り2円増配の18円を実施し、期末の1株当たり配当金も2円増配
の18円、年間4円増配の36円を計画しております。
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資料の18ページをご覧ください。

自己株式の取得の推移でございます。

2021年度は、2021年2月15日の取締役会で上限取得額160億円。上限400万株の
取得を決議し、6月末までに予定通りの160億円の自己株式を取得いたしました。

今後も安定的かつ継続的な配当と自己株式取得を併せて実施し、株主の皆様へ
の利益還元を重要な経営方針の一つと考え、持続的なキャッシュフローの創出に
よる企業価値の向上に努めてまいります。
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資料の19ページ以降につきましては、共生社会の実現に向けた取り組みをご紹介

しております。こちらについては、時間のある時にゆっくりご覧いただけたらと思い
ます。

少し早いですが、私からの説明は以上でございます。
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